
物理重要問題集 2014別冊解答編補充            http://toitemita.sakura.ne.jp 

1 

27．ばねに接続された物体の運動と力学的エネルギー 

ク 
物体 1 の運動方程式： kxTam -=1  ・・・① 

物体 2 の運動方程式： Tgmam -= 22  ・・・② 

①，②より， 
( ) kxgmamm -=+ 221  

よって， 

物体 1 と物体 2 全体の運動方程式は， 
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あるいは， 

物体 1 と物体 2 を一体とみなすと，張力Tは内力になってしまう。 
よって，この場合の外力は， kxと gm2 となる。 

ゆえに， 
( ) kxgmamm -=+ 221  
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運動方程式 ( ) ÷
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xk 2 は xの関数だから， 

この運動方程式は，単振動の運動方程式である。 

単振動の振動中心では，物体に働く力がつりあうから， 

振動中心では， 02 =÷
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よって，振動中心の位置
k
gm

x 2=  

振幅は振動開始点と振動中心の間の距離であり，振動開始点は 0=x だから， 

振幅は
k
gm2  

ここで，単振動の式処理を楽にする目的で， 

k
gm

xX 2-= とおくと， 

( ) kXamm -=+ 21  
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一方， 

単振動の角振動数をw とすると， 

Xa 2w-=  ・・・④ 
と表せるから， 

③，④より， 
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単振動の周期をTとすると，
T
pw 2

= より， 
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ゆえに， 
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等速円運動と単振動 

単振動は等速円運動をしている質点の運動を直線上に投影した運動とみなせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

等速円運動を直線上に投影すると， 

変位： trx wsin=  
初期位相（等速円運動開始時の角度）がa ならば， ( )aw += trx sin  

速度： trv x ww cos=  

初期位相（等速円運動開始時の角度）がa ならば， ( )aww += trv cos  

加速度： xtra x
22 sin www -=-=  

初期位相（等速円運動開始時の角度）がa ならば， ( ) xtra 22 sin waww -=+-=  

以上が，単振動の変位，速度，加速度である。 

補足 

三角関数の微分を学習済みなら， 
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等速円運動を直線上に投影 
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